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ジョン・グレイは1799年，イ γ グヲ Y ドで生まれた。彼は少年時代，ダーピ











。].Gray， The品 cialSystem; T reatise on the Ptinαtle of E:τchange， 1831. Kelley's 
reprint， 1972. Appendix， p.340 以下 System(1['.制度論~)と略記する.
ここでグレイの著作を挙げれば，以下のとおり.
L A Lectu四 onHuman Happiness. 1825. L. S. E. repriht， 1931 以下日中'tzness
く『幸福論J)と暗記する。
2. V!町nMenschlichen Gluck， ubersetzt von A. M. Freund， mit einer Einleitung von 
Georg Adler， Leipzi.g， 1907 
3. A Word of Ad日 'ceto tke Orbutonians on the Prind〆町四'hichought to四'!?u-
late their Present Proceedings， 1826 以下 Ad切 ce(Il'忠言J)と暗記する。
4. An Efficient R回nedyfor the Distress of Nations， 1842 以下 R印 ledy(Ir救済
策J)と暗記する。
5， The ct川町叩 Question.1847. 























Z) H. S. Foxwell. lntroduction to A. Menger's The Right to the Whole P:叩出ceqf
Labour， irans， by M. E. Tanneτ， London守 1899，p. XIViii 轟戸辰男訳「士労働咽益権史
論よ弘文堂.1924年.389ヘジ。
3) Ibid.. p. 1 邦訳，同 ~393ベジ。
4) ロー ゼンベノレク「経済学史J121.直井武夫町広島定吉訳，ナウカ社.1935年.409-10ベージ。
5) M. Beer， A History o.f British品 cialiS1n， L団ldon，reprinted 1948， Parl I. p. 216大
島清訳「イギリス社会主義史」伺，岩並士庫，昭和45年.89-90へージ。
6) J. KilllLall. Thr: Economic Doctorines of John Gray 179Y-188，'ヲ Washington，D 
C.， 1948. p. 7 尚，この点目指摘は鎌田武治「古典経済学と初期社会主義ム未来払 1968年，
282-:3ベジに負う。
7) 掴経夫「リカアド派社会主義L日本評論社，昭和3年， 94-5ベ ジa





















9) E. Lowenthal， Ricardian品αali岬弘前掲森戸訳書，附品同.503ページ。
10) ζのことは， 1842年以降のグレイにあてはまる， とぽ〈は考えている。
ここで グνイにおける初期王後期について，簡単に私見を述べておし
生産が需要によって制限されているζとは，グレイ四初期からの事実認識であった〔たとえば


































11) 以上¢叙述にあたっては次のものを参照した。荒牧正怠 通貨主義銀行主義. I経演学ノ













1 耐久性。 2 運搬可能性。 3 分割可能性と便利さ。 4.質と重さの統一
性14)。
現在の貨幣はこれらの諸性質を十分に満たしているc だが，現在の貨幣が満
たしていない性質がただ一つある。それは「安価な ζ と」であるo 現在の貨幣












13) J: Gray， Lectures， 0.ραt.， p.71 



























向，世界貨幣としての貨幣， あるいは苦蔵貨時申規定についマば JAC的問ら p.187，および
s，品目n，pp. 77-8 参照。
17) J. Gray， L占的問，c，op. cit_. p. 61 力点はグレイ。



























18) Ibid.. p. 154 
19) lhid.， p， 230 























に々完全によく知られているoJlbid.， p. 83 すなわち. グレイは，通貨学派の主張を逆用し
て，通貨学派を批判するのである。
22) 1.ル'd.， pp 削 -1 力点はグレイW
23) lbid.， pp. 81-2 力点はグレイ.
24) lbid.， p. 185 
25) lbid.， p.188 力点はグレイ。
26) ζり」とは夙にλ ミλり述べるところであるロ クレイ自弁もスミスかb択の文言をづい、てい・・・・.. .・・・・・・.•. • • • • . . . る. ，それゆえ，労働はいっさい町商品の究換価値の実質的尺度な甲であるoJ A. Smith， An 
luquiry into the Nature and Causes of the Wealth of Nations; in the Works of A. 
Smith， LL. D. vol. I， AaIlen Otto Zellerユ963.p 叫大内兵衛荘日1七郎訳「諸国民の宮」
H.岩波文庫， 150ベー ジ。但¥.-，力点、はグレイ。
「それゆえ，それ自体の価値がけっして変動しない労働だけが，いつどりようなところで/





















貴由良車である。 Ibid.，pp. 48-9 向上156へ ジ。力点はグレイロ
尚，スミスの不変な価値尺度論については次のものが示臣量的であった。野沢敏治，スミス価値
論における社会認識白構造(上).小樽商科犬羊「商学討究」第28巻第3号.
27) ]. Gray， L化帥res，o.ρcit.， p: 155 力点はグνイ.
28) Iuid.， p.157 力点は〆レイ
29) lbid" p. 125 
30) Ibid.， p.164 力点はグνイcf.System， op αt.， p.63 























と貨幣とがこUように同時に出現する ζとはな〈なっているのである oJ K. Marx> Zur Kritik 





























33) J Gray， Lectu問 s，o.ραt.， p.66 力点目まグレイa
34) Ibid.， p. 176 
35) この価格は「宣鵠J Ci原料費」十「支出された糊咽格J)+ i商業委員会によって決め





























lbid.， pp. 67-8 
Le叫 U問 S，O.ρcit. p. 177 力点はグνイ。
Ibid.， p. 77 力点はグレ九
???

















39) lbid.， p: 206 力点はグνイロ
40) かかる把握の原因が，彼申「価値尺度」の理解rあるととは庇巴みた台本稿第I章61-2"":'ー ワ
を参照されたい0











シスー フνイ砕究序説ー " (名古屋大学「旺済科学」掃25巷第2号〉第二章参照。






















42) Ibid.， p. 259 力点はグレイー
43) Ibid.， p. 239 力点はグレイB
44) lbid.， p. 258 



























生む資格が明らかにある。JIbid.， p. 192 力点はグレイ。すなわち， 銀行は自己自身の財産を
持たぬが故に，利子をとることはできないのである。
46) J. F・プレイの貨幣論については，さしあたり前揖拙稿第四章ざい参照.
70 (190) 第 122巻第3・4号
織」が主張されている。なぜなら，生産が需要の原因となっていない理由を，
グレイはただ「間違った貨幣制度」にのみ求めているのだから47)。
「多毛 L~ る受取主に基いて貨幣制度を樹立する ζ と。」乙れがグレイの第
1の眼目であった。この貨幣制度の樹立によって，全般的な過剰生産は消滅す
















47) I釣り合いのとれた (proportionate)生産が現在，需要の原因tないのは，全〈ただ我々 の貨
幣制度￠性官のせいである ~J J. Gray， Lecture5.。ρ 口t.，p. 67 
48) Iそのときからは不比例な生産が何らかり余剰 (superfluity)の唯一白原因となるであろうJ




Ibid.， p. 42 力点はグレイ.
50) Ibid.， p. 35 





「標準見トックの現在の状態が …2， 4， 2， 4， 2， 4という数字によって表















のみ役に立つにすぎないJ. それ以外のものは「取り消Lた cancel1edJo3)e. 
彼は公言するのだ。だが，それにも拘らず. w救済策』において，彼は「国民
資本J(p.215)という観念をひそかにもちこんでいる。そこでは更に「一種の
51) Remed:弘op.cit.， p. 114 力点はグνイ。
52) lbid.. Preface， xi
53) System， op. dt.， To the Reader. 1842年p


























54) R町nedy，ot. at.， p. 133 
55) こり点については前掲拙時，と〈に第宜章を事照されたい.




















大陸フランスでは 2月革命が勃発し (24~)， そり委細をグレイは， 1848:=字5}327日千j.Wエコ
ノミスト』紙を通じて知ったようである。 そζに世は， ノレイ プラ γ，E シュー， E アラ
コ ，M シュヴァリエ， E' J!・ジラノレダン， F パスチア等の名前を見出L，r国民協会」
CNational Sodety)， r空換銀行」を見出しつつも，彼らの実際の要求は空換の組織化である，
と言っている。「彼ら[フラソy、人〕は労働の組織を探求していると公言するが，実際に探求して・.• . いることは組織された主投制度であるロJLectures， 0ρ at.， p.254. footnote 力点はグνイの
また，彼は自己の提案をフランス「臨時政府」に送ったが，受けいれられなかったということ




74 (194) 第 122巻第3・4号
「名前」として，生産物の価値の比率を直接に表示するものとなる。一方にお
ける現実的労働生産物，他方におけるその観念的「名前Jの世界。それは，労
働をこの世界の形成原理とすることによって，可能となったのである。
第3に，この世界が交換の組織化=交換銀行によって実現されること。グレ
イにあっ℃は，生産の形態はそのままにしたうえ C.交換の組織化を図ること
が唯一の「救済策」であった。すなわち，生産物は商品として生産されな円れ
ばならないが，商品とじて交換されてはならない，と言うのである。商品が貨
幣を買うことが，貨幣が商品を買うのと同様に，容易となること，これがグレ
イの交換銀行の課題であった。だが，それは，グレイの意図をこえて，生産の
形態そのものを間関とせずにはおかなかった。それは吏換の組織化を通じての
社会的労働の配分という問題に帰着せざるをえなかった。これに対して， J. 
F・プレイは，この商品生産の形態そのものを揚棄し，生産の組J織化のもとで
交換の組J織化を図ることを圭張したのであった。ここに我々は，政治権力を媒
介することなし交換の組織化と生産の組織化という問題において，直接に社
会を変革しようとする社会変革の 2類型を見出すことができるのではあるまい
古‘。
(1978年5月22日〉
